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時
代
を
読
み
解
くシリ

ー
ズ

防

研

セ

ミ

ナ

ー

テーマをさらに深掘り

「防研セミナーブリーフィング」

　執筆者の松原主任研究官

が今回のテーマをさらに深

掘りして解説し、防衛省職

員と突っ込んだ議論を行う

「防研セミナーブリーフィ

ング」が�月�日（月）午

後３時～４時まで、市ヶ谷

のＦ１棟６階「国際会議場」

で開かれます。参加者・聴

講者は隊員に限定します。

ご興味ある方は奮ってご参

加ください。▽問い合わせ

＝防研企画調整課�―３２６８

―３１１１（内線２９１７７）まで。

　１９７６（昭和�）年生まれ、富山県出身。東京大学経済

学部卒業、２０００年防衛庁（当時）入庁。�年に米タフ

ツ大学フレッチャースクール法律外交大学院修了、�

年に政策研究大学院大学国際問題・安全保障プログラ

ム修了。博士（国際関係論）。�年より防衛研究所勤務。

専門は日本近現代軍事史。最近の主な業績として、単

著『陸軍航空の形成―軍事組織と新技術の受容』（錦

正社、�年）＝２０２４年度国際安全保障学会「最優秀出

版奨励賞（佐伯喜一賞）」受賞（�年�月）＝などがある。

　�編隊飛行する帝国陸軍航空部隊の「乙式一型偵察機」

　�観戦する将官たち（写真はいずれも１９２５（大正�）年

８月５日、埼玉県の所沢飛行場）＝『大正十四年八月五日

　航空兵科創設祝典記念写真帖』＝防衛研究所所蔵

航

空

機

の

将

来

性

着

目

軍

事

利

用

の

検

討

開

始

　

最

近

の

ウ

ク

ラ

イ

ナ

戦

争

や

中

東

で

の

紛

争

に

お

い

て

、

ド

ロ

ー

ン

が

華

々

し

く

戦

場

に

登

場

す

る

姿

を

見

な

い

日

は

な

い

と

言

っ

て

よ

い

。

こ

の

よ

う

な

新

技

術

の

軍

事

的

活

用

は

戦

場

の

様

相

を

一

変

さ

せ

る

と

言

わ

れ

て

い

る

。

筆

者

に

と

っ

て

、

こ

れ

は

１

１

０

年

前

の

第

１

次

ほ

う

ふ

つ

世

界

大

戦

を

彷

彿

と

さ

せ

る

。

　

そ

こ

で

は

、

航

空

機

、

戦

車

、

潜

水

艦

と

い

っ

た

当

時

の

最

新

技

術

を

用

い

た

兵

器

が

登

場

し

た

。

そ

し

て

航

空

機

は

、

大

戦

後

の

世

界

に

お

い

て

戦

争

の

様

相

を

大

き

く

変

え

る

よ

う

な

、

い

わ

ゆ

る

ゲ

ー

ム

チ

ェ

ン

ジ

ャ

ー

と

な

る

兵

器

で

あ

る

と

み

な

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

。

　

し

か

し

、

航

空

機

の

み

な

ら

ず

、

新

技

術

の

軍

事

的

活

用

は

そ

の

将

来

性

が

不

透

明

な

場

合

が

多

く

、

安

定

し

た

も

の

に

す

る

た

め

に

は

、

さ

ま

ざ

ま

な

課

題

を

克

服

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

の

が

実

態

で

あ

る

。

　

戦

前

の

帝

国

陸

軍

は

、

航

空

機

が

登

場

し

た

�

世

紀

初

頭

よ

り

、

そ

の

将

来

性

に

目

を

付

け

、

軍

事

利

用

の

検

討

を

開

始

し

た

。

そ

の

際

、

長

大

な

国

土

を

有

し

、

木

造

家

屋

が

多

い

我

が

国

に

と

っ

て

、

航

空

機

に

よ

る

国

土

防

衛

は

国

情

に

合

っ

た

方

法

だ

と

考

え

ら

れ

た

。

　

他

方

、

第

１

次

世

界

大

戦

を

組

織

的

に

調

査

研

究

し

た

結

果

か

ら

、

戦

時

に

は

航

空

機

と

そ

の

要

員

が

莫

大

に

損

耗

す

る

こ

と

も

分

か

っ

て

い

た

。

そ

の

た

め

、

大

量

の

航

空

器

材

の

製

造

・

補

給

・

整

備

を

行

う

と

共

に

、

多

く

の

航

空

要

員

を

補

充

・

養

成

す

る

体

制

を

構

築

す

る

必

要

が

あ

っ

た

。

　

し

か

し

、

当

時

の

日

本

は

産

業

レ

ベ

ル

が

低

く

、

技

術

素

養

の

不

足

が

航

空

器

材

の

取

り

扱

い

に

大

き

な

障

害

と

な

っ

た

。

ま

た

、

航

空

機

の

操

縦

に

は

危

険

が

伴

い

、

パ

イ

ロ

ッ

ト

の

社

会

的

地

位

も

低

く

（

「

車

夫

」

扱

い

さ

れ

て

い

た

）

、

志

願

者

の

募

集

に

苦

労

し

た

。

　

何

よ

り

、

社

会

に

お

け

る

航

空

分

野

へ

の

理

解

が

低

く

、

陸

軍

内

部

で

も

少

数

の

専

門

家

を

除

き

、

そ

の

本

格

的

な

軍

事

利

用

に

は

否

定

的

で

あ

っ

た

。

航

空

兵

科

の

独

立

確

保

各

種

施

策

で

制

度

確

立

　

こ

の

よ

う

な

状

況

に

対

し

、

当

時

の

陸

軍

航

空

首

脳

部

は

さ

ま

ざ

ま

な

施

策

を

行

っ

た

。

１

９

１

７

（

大

正

６

）

年

の

演

習

で

発

生

し

た

航

空

機

事

故

を

契

機

に

、

陸

軍

内

で

分

散

し

て

い

た

航

空

関

係

の

所

管

を

統

一

す

る

と

共

に

、

器

材

や

教

育

な

ど

の

面

で

半

独

立

的

な

扱

い

を

獲

得

す

る

こ

と

に

成

功

し

た

。

　

ま

た

、

航

空

兵

は

、

裾

野

が

広

い

特

殊

な

人

的

ピ

ラ

ミ

ッ

ド

を

必

要

と

し

た

た

め

、

航

空

将

校

の

進

級

速

度

を

良

好

に

す

る

と

共

に

、

上

位

階

級

者

の

ポ

ス

ト

を

確

保

し

た

。

　

こ

れ

は

航

空

兵

科

の

独

立

に

つ

な

が

り

、

航

空

兵

の

士

気

・

人

気

向

上

に

貢

献

し

た

。

さ

ら

に

航

空

部

隊

の

拡

大

に

伴

い

、

各

種

専

門

学

校

を

設

立

し

、

運

用

思

想

の

研

究

も

開

始

し

た

。

　

大

正

は

軍

縮

の

時

代

で

も

あ

っ

た

が

、

陸

軍

は

予

算

獲

得

の

た

め

、

航

空

機

の

将

来

性

の

宣

伝

に

努

め

た

。

政

財

界

に

対

し

、

け

い

も

う

大

戦

の

教

訓

に

関

す

る

啓

蒙

活

動

を

行

っ

た

ほ

か

、

要

人

を

航

空

機

の

活

躍

す

る

演

習

に

招

待

し

た

。

世

界

的

な

「

航

空

熱

」

の

中

、

日

欧

間

の

長

距

離

飛

行

の

試

み

を

陸

軍

挙

げ

て

応

援

し

た

。

　

ま

た

、

大

戦

を

利

用

し

、

航

空

先

進

国

か

ら

の

技

術

獲

得

に

努

め

る

と

共

に

、

航

空

器

材

の

サ

プ

ラ

イ

チ

ェ

ー

ン

断

絶

を

教

訓

に

航

空

機

産

業

の

自

立

を

促

し

た

。

さ

ら

に

、

民

間

航

空

を

所

管

し

、

戦

時

の

予

備

空

軍

の

維

持

を

図

っ

た

。

新

技

術

の

軍

事

的

応

用

現

在

に

も

通

じ

る

教

訓

　

こ

の

よ

う

な

努

力

を

経

て

、

陸

軍

航

空

は

大

正

の

終

わ

り

で

あ

る

１

９

２

０

年

代

半

ば

ま

で

に

は

近

代

的

な

形

態

を

整

え

、

１

９

３

０

年

代

以

降

の

各

種

戦

争

・

事

変

に

お

け

る

活

躍

の

礎

を

作

っ

た

。

　

こ

の

事

例

か

ら

分

か

る

こ

と

は

、

新

技

術

は

、

兵

器

そ

の

も

の

や

ド

ク

ト

リ

ン

の

み

な

ら

ず

、

そ

れ

を

支

え

る

器

材

・

要

員

・

組

織

す

べ

て

が

そ

ろ

っ

て

初

め

て

ゲ

ー

ム

チ

ェ

ン

ジ

ャ

ー

と

し

て

機

能

す

る

と

い

う

こ

と

で

あ

る

。

　

特

に

、

要

員

の

処

遇

・

士

気

の

向

上

、

必

要

と

さ

れ

る

特

殊

技

能

・

専

門

性

の

重

視

、

さ

ら

に

は

組

織

の

制

度

的

独

立

性

と

い

っ

た

無

形

の

要

素

が

そ

の

有

効

性

を

大

き

く

左

右

す

る

。

　

そ

し

て

、

科

学

技

術

と

社

会

・

産

業

基

盤

が

密

接

に

関

係

す

る

現

代

に

お

い

て

は

、

世

界

の

最

新

の

動

向

を

常

に

把

握

し

、

予

算

獲

得

や

体

制

整

備

の

た

め

に

タ

イ

ム

リ

ー

に

手

を

打

つ

こ

と

が

肝

要

で

あ

る

。

　

大

正

期

の

陸

軍

航

空

の

発

展

は

、

現

代

の

我

々

に

と

っ

て

も

、

新

技

術

を

軍

事

的

に

応

用

す

る

際

の

重

要

な

教

訓

を

示

し

て

い

る

と

思

わ

れ

る

。


